【別紙１】

Ｑ－ＣＡＴ対象産業財産権申請書（新規）

○○○○年○○月○○日

全国タイル工業組合　御中

申請者

住所： 東京都千代田区丸の内
名称： 全タ工業 株式会社
代表者： 全タ 太郎　　　　　㊞

Ｑ－ＣＡＴ産業財産権規程に基づき、当社が所有する下記産業財産権が対象産業財産権に該当すると思料しますので、申請します。

記

	№
	種別
	登録番号
	発明等の名称
	該当する認定基準の№

	記入例
	特許
	1234567
	ユニットタイル
	別表9-13

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


以上

【別紙２】
作成日：○○○○年○○月○○日
（最終改定日：○○○○年○○月○○日）

全国タイル工業組合

Ｑ－ＣＡＴ対象産業財産権一覧表

	№
	種別
	登録番号
	発明等の名称
	権利者
	該当する
認定基準
	対象産業財産権と認定された日
	権利消滅の日、または対象産業財産権抹消の日

	記入例
	特許
	1234567
	ユニットタイル
	全タ工業(株)
	屈曲性

	2009.12.1
	

	1
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


 【別紙３】

Ｑ－ＣＡＴ対象産業財産権申請書（追加）

○○○○年○○月○○日

全国タイル工業組合　御中

申請者

住所：名古屋市東区代官町 
名称：（株）ゼンゼン
代表者：全然一郎　　　　　　　　　　㊞

Ｑ－ＣＡＴ産業財産権規程に基づき、下記産業財産権が対象産業財産権に該当すると思料しますので、申請します。

記

	№
	種別
	登録番号
	発明等の名称
	権利者
	該当する認定基準

	記入例
	特許
	1234568
	ユニットタイル
	全タ工業(株)
	屈曲性

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


以上

【別紙４】

Ｑ－ＣＡＴ対象産業財産権申請書（削除）
○○○○年○○月○○日

全国タイル工業組合　御中

申請者

住所：

名称：

代表者：　　　　　　　　　　㊞

Ｑ－ＣＡＴ産業財産権規程に基づき、下記産業財産権が対象産業財産権に該当しなくなったと思料しますので、Ｑ－ＣＡＴ対象産業財産権一覧表からの削除を申請します。

記

	№
	種別
	登録番号
	発明等の名称
	権利者
	削除を申請する理由

	記入例
	特許
	1234567
	ユニットタイル
	全タ工業(株)
	2009.10.1付、権利期間満了

	記入例
	特許
	2345678
	タイル施工方法
	(株)全タ
	2009.11.1付、認定基準の改正により、認定対象技術ではなくなった

	記入例
	特許
	3456789
	タイル
	全タ製陶(株)
	2009.12.1付、特許請求の範囲の訂正が確定し、特許権が認定基準に該当しなくなった

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


以上
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